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スマートフォン等の利用に関する
実態調査の結果について

１ 調査の目的

児童生徒のスマートフォン等の所持や利用の状況、トラブル等の実態などを把握すること

で、児童生徒への指導や保護者への啓発等、今後の取組に資する。

２ 調査の実施時期

平成２６年１１月 （前回調査 ： 平成２３年６月）

３ 調査の概要

・小学校４年生から高校３年生までの児童生徒を対象

・県内の小学校３２校、中学校３２校、高等学校１７校を抽出し、抽出された学校において、

各学年から１クラスを選び実施

〈調査への回答者数〉

小学校 ２，９７６人 （抽出率５．７％） 中学校 ２，９１１人 （抽出率５．６％）

高等学校 １，８５８人 （抽出率５．２％） 合計 ７，７４５人 （抽出率５．５％）

４ 備考

本報告書において、

・スマホ等とは、スマホ（スマートフォン）またはケータイ（従来型の携帯電話）のことを表す。

・スマホ、パソコン、ゲーム機などネット接続が可能な機器から利用できる、メール、ＬＩＮＥ、

ツイッター、オンラインゲーム等の総称を「コミュニケーションサービス」と表す。

・小学生とは、小学校４年生から小学校６年生までを指す。



（１） スマホ等の利用状況について

① 自分のスマホ等を持っている割合は、小学生31.2%、中学生46.7%、高校生97.0%であり、H23年度と
比べると、小・中学生で所持率が増加している。

また、自分のスマホを持っている割合は、小学生13.1%、中学生35.9%、高校生91.0%である。

② 自分のスマホ等を持っている児童生徒のうち、平日１日に平均３時間以上利用している割合は、小

学生9.2%、中学生25.5%、高校生27.9%であり、H23年度と比べると、すべての校種でその割合が増加
している。

③ 自分のスマホ等を23時以降使用している割合は、小学生が5.1%、中学生が21.5%、高校生が30.7%
であり、 H23年度と比べると、中・高校生においてその割合が増加している。

④ 普段、インターネット（以下「ネット」という。）やコミュニケーションサービスを利用している割合は、小
学生58.0%、中学生77.2%、高校生95.8%である。
また、それらを利用している児童生徒のうち、小学生の75.7%がオンラインゲームを利用し、中学生
の71.2%、高校生の92.4%がラインを利用している。

小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３

H23 13.9 15.6 18.4 31.8 36.9 46.5 96.3 98.2 96.9
H26 30.3 29.4 34.0 37.0 49.6 53.4 96.5 96.7 97.9
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① 自分のスマホ等を持っている割合

〈 概 要 〉

%

利用

しない

30分
未満

30分～
１時間

１時間～

１時間半

１時間半

～２時間

２～３

時間

３～４

時間

４～５

時間

５時間

以上

n（対象
数：人）

小学生 10.5 44.2 14.8 9.9 5.7 5.8 3.3 3.2 2.7 918

中学生 4.0 17.1 13.6 12.8 13.0 14.1 10.6 6.9 8.0 1,334

高校生 0.8 8.3 14.1 16.1 15.5 17.2 10.3 8.3 9.3 1,789
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② 平日１日のスマホ等の利用時間（自分のスマホ等を持っている児童生徒が回答）

小学生 中学生 高校生

H23 16.0% 38.4% 97.0%

H26 31.2% 46.7% 97.0%

全国H25 30.3% 48.8% 96.4%

◆ 自分のスマホ等を持っている割合

※全国の数値は、平成25年度青少年のインターネット利用
環境実態調査（H26.3報告）による。

自分のスマホを持っている割合

小学生 13.1% 中学生 35.9% 高校生 91.0%

◆ １日に３時間以上利用して
いる割合 （H23→H26）

小学生 6.4% → 9.2%
中学生 21.3% → 25.5%
高校生 23.7% → 27.9%

%

※ 例えば、２～３時間は、２時間から３時間未満を表す。１



登校前 登下校中
学校の

授業中

学校の休

憩時間・

放課後

塾や習い

事の時間

自宅で家

族といる

とき

自宅で一

人でいる

とき

食事をして

いるとき

入浴してい

るとき

深夜（23時
以降）

その他
n（対象数：
人）

小学生 9.9 1.5 0.1 7.2 25.9 41.1 45.3 4.3 2.9 5.1 22.6 907

中学生 20.8 2.4 0.8 2.9 9.4 51.0 74.6 4.4 6.7 21.5 9.8 1,329

高校生 27.8 30.3 1.2 9.5 1.6 30.4 82.1 4.5 8.0 30.7 3.3 1,786
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③ スマホ等を利用する時間帯 （自分のスマホ等を持っている児童生徒が回答） 【複数回答】

%

◆ 23時以降利用している割合 （H23→H26）
小学生 5.6% → 5.1% 中学生 13.7% → 21.5% 高校生 16.2% → 30.7%

メール ライン
ツイッ

ター

フェイス

ブック

その他の
SNS 掲示板 ブログ 調べ物 ゲーム

音楽や動

画等の

視聴

音楽や動

画等のダ

ウンロー

ド

買い物や

チケット

予約

その他
ｎ（対象

数：人）

小学生 21.3 31.5 4.5 2.6 3.1 2.6 2.9 44.1 75.7 38.8 10.5 2.3 3.7 1,703

中学生 39.5 71.2 30.1 10.1 6.5 5.2 4.5 54.2 62.7 66.7 24.2 7.3 2.1 2,223

高校生 38.2 92.4 64.4 13.8 9.5 3.7 4.6 52.1 53.7 65.6 26.1 18.1 2.0 1,772
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④ ネットやコミュニケーションサービスの利用内容（それらを利用している児童生徒が回答） 【複数回答】

%

１時間

未満

１～３時

間未満

３時間

以上

n（総数：
人）

小学生 44.1 40.1 15.8 2,976

中学生 28.1 46.9 25.0 2,911

高校生 12.5 48.5 39.0 1,858

◆ スマホ等、パソコン、タブレット、携帯音楽プレー

ヤー、ゲーム機をあわせた平日１日の利用時間
参考

◆ 自分のスマホ等を持っていない小学生（対象：419人）、中学
生（対象：635人）が、ネットやコミュニケーションサービスを利
用するために一番よく使うもの

小学生 携帯型ゲーム機 （33.7%）

中学生 携帯音楽プレーヤー （41.1%）

ゲーム機や携帯音楽プレーヤーなど、スマホ等以外
の利用も多いことがうかがえる。

自分のスマホ等を持っていない小・中学生も、携帯
ゲーム機や携帯音楽プレーヤーからネットやコミュニ
ケーションサービスを利用していることがうかがえる。

小学生 58.0%
中学生 77.2%
高校生 95.8%

２



（２） スマホ等への依存について

〈 概 要 〉

① スマホ、ネット、ゲーム機などの利用により、日常生活への影響を「感じたことがある」と答えた割合は、

小学生13.3%、中学生23.5%、高校生35.4%である。
また、自分のスマホ等を持っている児童生徒の方がその割合は高く、小学生18.4%、中学生28.2%、
高校生35.8%である。

② ①で「感じたことがある」という児童生徒が答えた具体的な影響をみると、「スマホ、ゲーム等の使用

をやめられない」という割合は、小学生25.6%、中学生36.4%、高校生42.6%である。
また、「勉強をする気にならない」という割合は、小学生33.8%、中学生63.1%、高校生56.9%であり、
スマホ､ゲーム等の利用が日常生活や学習面へ影響を及ぼしていることがわかる。

③ スマホ、ネット、ゲーム機などの利用のために「減った時間がある」と答えた割合は、小学生22.5%、中
学生33.9%、高校生40.1%である。
また、自分のスマホ等を持っている児童生徒の方がその割合は高く、小学生26.0%、中学生37.6%、
高校生40.4%である。

④ ③で減った時間が「ある」という児童生徒が答えた具体的な時間をみると、「睡眠時間」という割合は、
小学生27.2%、中学生45.5%、高校生56.4%である。
また、「学習時間」という割合は、小学生28.9%、中学生55.5%、高校生54.4%であり、これらの結果か
らも②と同様、日常生活や学習面への影響がうかがえる。

① スマホ、ネット、ゲーム機などの利用による日常生活への影響

感じたこと

がある

感じたこと

はない
わからない

ｎ（総数：

人）

小学生 13.3 66.9 19.8 2,962

中学生 23.5 51.2 25.2 2,879

高校生 35.4 46.6 18.0 1,851
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自分のスマホ等の所持別にみた日常生活への
影響を「感じたことがある」と回答した割合（％）

日中疲れ

を感じる

ｽﾏﾎ､ｹﾞｰﾑ

等の使用

をやめられ

ない

きちんと睡

眠をとれな

い

勉強をす

る気になら

ない

落ち着き

がなくなっ

た

友だちとの

関係が悪く

なった

家族との

関係が悪く

なった

外出するこ

とが減った

学校を休

んだことが

ある

体をこわし

た
その他

ｎ（対象数：

人）

小学生 22.6 25.6 26.4 33.8 8.7 4.1 10.5 27.4 1.8 3.1 13.3 390

中学生 18.8 36.4 33.6 63.1 4.6 5.1 6.0 13.7 0.7 1.8 7.9 670

高校生 20.5 42.6 31.1 56.9 5.0 4.0 2.7 9.6 1.2 1.4 4.4 655
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② 具体的な日常生活への影響（影響を「感じたことがある」という児童生徒が回答） 【複数回答】

18.4 

28.2 
35.8 

9.1 

19.2 19.2 

小学生 中学生 高校生

持っている

持っていない

３



③ スマホ、ネット、ゲーム機などの利用のために減った時間があるか

睡眠時間 学習時間
食事の

時間

運動の

時間

趣味の

時間

本を読む

時間

マンガや

雑誌を読

む時間

テレビを

見る時間

外出する

時間

家族と過

ごす時間

友達と過

ごす時間
その他

ｎ（対象

数：人）

小学生 27.2 28.9 9.6 17.3 8.2 16.2 19.2 36.6 15.6 14.1 12.4 3.7 647

中学生 45.5 55.5 5.8 10.9 9.5 13.4 15.2 34.8 10.9 12.1 5.1 0.9 949

高校生 56.4 54.4 4.5 7.6 10.2 11.3 12.9 34.7 6.6 8.4 2.2 0.7 715
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④ 具体的な減った時間（「減った時間がある」という児童生徒が回答） 【複数回答】

自分のスマホ等の所持別にみた
「減った時間がある」と回答した割合（％）

%

%

自分のスマホ等の利用時間別にみた

日常生活への影響を「感じたことがある」
と回答した割合（％）

小学生 中学生 高校生

全体 13.3 23.5 35.4

０～１時間 14.8 22.1 30.2

１～３時間 25.0 30.1 37.0

３時間以上 29.8 33.2 37.7

自分のスマホ等の利用時間別にみた

スマホなどの利用で「減った時間がある」
と回答した割合（％）

小学生 中学生 高校生

全体 22.5 33.9 40.1

０～１時間 21.9 31.7 32.2

１～３時間 34.2 40.0 42.5

３時間以上 37.0 41.7 43.3

26.0 
37.6 40.4 

17.5 
29.9 27.5 

小学生 中学生 高校生

持っている

持っていない

参考

自分のスマホ等の利用時間が長いほど、日常生活への影響を「感じたことがある」と回答した割合
が高く、また、その利用のために「減った時間がある」と回答した割合も高い。

４

ある ない わからない
ｎ（対象数：

人）

小学生 22.5 62.0 15.5 2,901

中学生 33.9 46.5 19.6 2,813

高校生 40.1 43.6 16.3 1,793
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（３） スマホやネットなどを介したいじめやトラブルについて

〈 概 要 〉

① スマホ、ネット、コミュニケーションサービスを利用して、悪口を書かれたり、トラブルにあうなど「嫌な

経験をしたことがある」と答えた割合は、小学生8.0%、中学生15.9%、高校生18.3%である。

また、①の「嫌な経験をしたことがある」という児童生徒のうち、その経験した嫌なことについて、小・

中・高あわせて多かった回答は、順に、

「書き込んだ内容がうまく伝わらず誤解された。」（42.7%）
「チェーンメールを送られた。」（39.3%）
「SNS等で悪口や嫌なことを書かれた」（15.4%）、「グループからはずされた。」（15.4%） である。

② スマホ、ネット、コミュニケーションサービスにおいて、今年度、いじめを受けたことが「ある」と答えた

割合は、小学生1.1%、中学生1.1%、高校生0.8%である。
また、今年度、知り合った人に実際会い、トラブルに巻き込まれたことが「ある」と答えた割合は、小

学生0.4%、中学生0.5%、高校生0.5%である。

③ ネットやコミュニケーションサービスを利用することで、「悩みや負担を感じることがある」と答えた割合
は、小学生9.4%、中学生17.1%、高校生21.7%である。

また、③の「悩みや負担を感じることがある」という児童生徒のうち、その悩みや負担について、小・

中・高あわせて多かった回答は、順に、

「友だちとのやりとりをなかなか終わらせられない」（38.1%）
「自分の書き込みがあれでよかったかと後で悩む」（37.6%）
「メッセージを読んだことがわかる機能（既読チェック）があること」（32.9%） である。

① 経験した嫌なことの内容（「嫌な経験をしたことがある」という児童生徒が回答） 【複数回答】

書き込ん

だ内容がう

まく伝わら

ず誤解さ

れた

ＳＮＳ等で

悪口や嫌

なことを書

かれた

自分の名

前等の個

人情報

や、写真な

どを無断

で流された

グループ

からはずさ

れた

他人が自

分になりす

まし書き込

みなどをし

た

有害なサ

イトにつな

がった

チェーン

メールを送

られた

他人からし

つこくメー

ルを送ら

れたり、つ

きまとわれ

たりした

心当たり

のない利

用料金の

請求を受

けた

事件やトラ

ブルに巻

き込まれ

た

その他
ｎ（対象数：

人）

小学生 37.7 5.4 5.4 21.5 3.1 8.5 34.6 8.5 5.4 5.4 13.8 130

中学生 40.6 13.3 12.4 17.0 4.6 9.5 48.1 14.1 7.8 2.6 5.8 347

高校生 46.9 21.9 14.7 11.3 5.3 10.9 31.6 13.1 13.4 2.2 2.2 320
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スマホ、ネット、コミュニケーション
サービスを利用して、「嫌な経験
をしたことがある」と回答した割合

小学生 8.0% （n=1,692）
中学生 15.9% （n=2,191）
高校生 18.3% （n=1,755）

%

５



② スマホ、ネット、コミュニケーションサービスにおいて、

今年度、「いじめを受けたことがある」と答えた割合

今年度、「知り合った人に実際に会い、トラブルに巻き込まれたことがある」と答えた割合

小学生 1.1% （n=1,692） 中学生 1.1% （n=2,197） 高校生 0.8% （n=1,763）

小学生 0.4% （n=1,678） 中学生 0.5% （n=2,192） 高校生 0.5% （n=1,754）

③ 具体的に感じている悩みや負担の内容（「悩みや負担を感じることがある」という児童生徒が回答） 【複数回答】

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 ｎ（対象

数：人）

小学生 19.0 14.6 28.5 19.0 5.1 10.8 22.8 8.2 20.9 27.8 32.9 34.2 29.7 7.0 158

中学生 26.5 7.2 34.5 20.3 15.5 7.8 24.9 9.6 39.6 33.4 45.5 37.4 22.7 3.7 374

高校生 28.1 6.6 25.2 17.6 15.5 6.6 22.0 19.9 31.2 19.7 33.1 39.1 15.5 3.4 381
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１ 利用しているコミュニケーションサービス内の人間関係

３ 友だちのメッセージをチェックすること

５ 他人の個人情報やプライベートなことをどこまで書いてよいか悩む

７ 見ていない間に自分の悪口が書かれていないか心配になる

９ メッセージを読んだことがわかる機能（既読チェックなど）があること

11 友だちとのやりとりをなかなか終わらせられないこと

13 自分の書いたメッセージに反応がないこと

２ ひんぱんにメッセージを投稿しなければいけないような気がすること

４ 自分の個人情報やプライベートなことをどこまで書いてよいか悩む

６ 悪意のあるコメントや荒らしがくること

８ 知りたくもないのに人の行動がわかってしまうこと

10 メッセージがきたらすぐに返事を書かなければいけないこと

12 自分の書き込みがあれでよかったかなどと後で悩む

14 その他

ネットやコミュニケーションサービスを利用することで、「悩みや負担を感じることがある」と答えた割合

小学生 9.4% （n=1,698） 中学生 17.1% （n=2,203） 高校生 21.7% （n=1,762）

%

参考
性別やスマホの所持・利用時間からみた「嫌
な経験をしたことがある」と回答した割合（％）

性別やスマホの所持・利用時間からみた「悩み
や負担を感じることがある」と回答した割合（％）

小学生 中学生 高校生

全体 8.0 15.9 18.3

女子 10.6 18.9 22.1

自分のスマホ等を
所持

12.0 19.7 18.4

自分のスマホ等の
利用３時間以上

26.3 23.9 22.4

小学生 中学生 高校生

全体 9.4 17.1 21.7

女子 12.4 24.0 26.5

自分のスマホ等を
所持

12.9 19.5 21.8

自分のスマホ等の
利用３時間以上

20.0 25.5 20.4

「嫌な経験をしたことがある」、「悩みや負担を感じることがある」の両方に共通して、女子の割合が高く、

また、特に小・中学校においては、自分のスマホ等を所持し、長時間利用している児童生徒の割合が高い。 ６



（４） スマホなどの利用に関する家庭のルールや、ネットの危険性など

に関する学習について

参考

① スマホなどの利用に関する家庭のルールが「ある」と答えた割合は、小学生54.8%、中学生39.8%、高
校生13.4%であり、H23年度と比べると、小・中・高すべてでその割合が減少した。

①の「家庭のルールがある」と答えた児童生徒のうち、そのルールを「守っている」または「どちらか

というと守っている」と答えた割合は、小学生94.5%、中学生91.0%、高校生92.6%である。

①の「家庭のルールがある」と答えた児童生徒のうち、そのルールについて、小・中・高あわせて多

かった回答は、順に、「使う時間」（59.0%）、「知らない人からのメール等に返信しない」（46.5%）、「他
人が傷つくような書き込みはしない」（33.6%）である。

② スマホ、ネット、ゲーム機などの利用について、「●時以降は使用しない」というルールを決めている
割合は、小学生55.8%、中学生29.4%、高校生6.3%である。

③ スマホやネットなどの危険性について、「教えてもらったり、学んだことがある」と答えた割合は、小学

生79.1%、中学生88.1%、高校生91.2%であり、H23年度と比べると、小・中学校において、その割合が
増加した。

〈 概 要 〉

はい いいえ
ネットが使えない

機種・設定
わからない ｎ（対象数：人）

小学生 30.5 9.5 18.1 41.8 901

中学生 34.5 15.7 5.0 44.8 1,328

高校生 40.8 30.4 1.2 27.5 1,786

0

20

40

60

フィルタリングの設定 （自分のスマホ等を持っている児童生徒が回答）

%

中学校において、フィルタリングの設定率がH23年度と比べて下がっている。

◆ フィルタリングの設定率
（H23→H26）

小学生 30.1% → 30.5%

中学生 44.2% → 34.5%

高校生 37.7% → 40.8%

① スマホなどの利用に関して家庭のルールが「ある」と答えた割合

54.8 

45.2 

ある

ない

39.8 

60.2 

13.4 

86.6 

小学生（n=1,691） 中学生（n=2,196） 高校生（n=1,757）
◆ 家庭のルールがあると

答えた割合 （H23→H26）

小学生 63.2% → 54.8%

中学生 70.3% → 39.8%

高校生 51.7% → 13.4%７



利用料金 使う時間 使う場所
ネットは使

わない

連絡を取り

合う相手

知らない人

からのメー

ル等に返信

しない

他人が傷つ

くような書き

込み等はし

ない

ＳＮＳ等で他

人の名前や

写真などを

勝手に使用

しない

スマホ等に

ついての学

校のきまり

を守る

その他
ｎ（対象数：

人）

小学生 22.0 65.3 20.8 9.4 28.0 46.2 34.9 22.0 23.4 6.3 923

中学生 22.9 59.0 19.7 5.6 16.2 48.5 36.0 20.2 21.5 5.2 870

高校生 33.0 34.3 18.9 2.6 3.9 40.3 19.7 12.4 22.3 7.3 233

0

20

40

60
%

家庭のルールの内容（ 「家庭のルールがある」という児童生徒が回答 ） 【複数回答】

② スマホ、ネット、ゲーム機などの利用について、「●時以降は使用しない」というルールを決めている割合

小学生（n=2,890） 中学生（n=2,848） 高校生（n=1,849）

55.8 

44.2 

ある

ない

29.4 

70.6 

6.3 

93.7 

③ スマホやネットの危険性について、「教えてもらったり、学んだことがある」と答えた割合（%）

ある ない 不明

小学生 79.1 13.6 7.3

中学生 88.1 5.7 6.2

高校生 91.2 4.4 4.4

学校 保護者 販売店

小学生 61.3 60.1 4.5

中学生 91.6 34.8 5.2

高校生 95.3 15.6 8.5

◆ 誰から学んだか

参考
平成25年度青少年のインターネット利用環境実態調査（内閣府 ： H26.3報告）によると、

◆ 「子どもがネットを使うことに関して心配なことがある」と答えた保護者は、87.3%
その上位４項目は、

①名前などを安易に書き込んでしまう （46.5%）
②目を悪くするなど健康を害する （46.1%）
③ネット利用が長時間になる （45.3%）
④暴力的、性的、反社会的な内容などを含むサイトにアクセスする （42.6%）

家庭のルールを「守っている」または「どちらかというと守っている」と答えた割合（%）
（ 「家庭のルールがある」という児童生徒が回答 ）

75.6 

58.9 

63.2 

18.9 

32.1 

29.4 

小学生 （n=919）

中学生 （n=861）

高校生 （n=231）

守っている

どちらかというと守っている

どちらかというと守っていない

守っていない

◆ 具体的に決めている時刻 （多い方から順に）

小学生 ①21時 （52%） ②20時 （16%）

中学生 ①21時 （50%） ②22時 （30%）

高校生 ①23時 （30%） ②21時、22時（23%）

◆ 学んだことがあると答え
た答えた割合 （H23→H26）

小学生 63.7% → 79.1%

中学生 83.7% → 88.1%

高校生 92.3% → 91.2%

（%）

８



（５） まとめ

① 児童生徒は、スマホ以外にもゲーム機や携帯音楽プレーヤーなどからネットに接続し、ＬＩＮＥ等のコミュニ

ケーションサービスを簡単に利用できる環境にあり、「書き込んだ内容が誤解された」「チェーンメールを

送られた」「悪口などを書かれた」「グループからはずされた」といった嫌な経験をしている。

② Ｈ２３年度と比べて、自分のスマホ等を持つ小学生の割合が約２倍に増えている。

また、小・中・高すべてで、自分のスマホ等を平日に３時間以上利用する割合が増えている。

③ スマホやゲーム機などの利用により、「スマホ、ゲーム等の使用をやめられない」「勉強をする気にならな

い」などの日常生活への影響を感じたり、また、「学習時間」「睡眠時間」などが減ったという児童生徒もみら

れ、特に自分のスマホ等を持っている児童生徒でその割合が高い。

④ ネットやコミュニケーションサービスの利用で、悩みや負担を感じている割合は、特に女子において高い傾

向にあり、「友だちとのやりとりをなかなか終わらせられない」、「自分の書き込みがあれでよかったかと悩

む」、「メッセージを読んだことがわかる既読機能があること」といった悩みが多かった。

⑤ Ｈ２３年度と比べて、フィルタリングの設定率は中学校で減っており、スマホ等の利用に関する家庭での

ルールがあると答えた割合も、小・中・高等学校すべてで減っている。

また、スマホやネットの危険性について学んだことがある割合は、小・中学校において増えている。

（６） 今後の対策

１．スマホやゲームの夜間使用制限の取組の推進
午後９時以降のスマホやゲームの夜間使用制限について、学校・教育委員会・ＰＴＡが連携し、子どもた

ちを守るという観点から、各家庭においてスマホ等の利用に関するルールについて話し合う機会をもつよ

う積極的に働きかけるなど、実効性のある取組として推進していく。

２．児童生徒の主体的な取組の推進
スマホ等の正しい利用に関して、生徒会等が中心となり、自分たちで利用のルールづくりを行ったり、ビ

デオや寸劇を作成して小学生等への啓発を行ったりするなど、児童生徒の発想を活かした主体的な取組

が実現し、更に広がっていくよう、学校、教育委員会がＰＴＡと連携を図りながら積極的に支援する。

３．小学校からの適切な情報活用能力の育成
小学校から、各学校で発達段階に応じて、ネットの利便性を体験させ、情報を正しく効果的に活用する

能力を計画的に養うとともに、児童生徒自身がスマホ等の適切な利用について考えたり、その危険性や

情報モラルについて学習する機会を設定する。

４．教職員の指導力の向上
スマホやネット利用の実態や問題点について、他の教員に指導できる中核的な教職員を全ての学校で

養成するとともに、教職員の指導力向上のため、児童生徒からも利用実態を聞きながら、ネット上のいじ

めやその対処法、スマホ等の適切な活用や情報モラルについての研修を実施する。

５．保護者啓発の充実
調査結果を踏まえた資料を作成し、家庭でのルールづくりやフィルタリング設定の必要性について、各

家庭への周知を図るとともに、各学校において、通信事業者の協力も得ながら、ＰＴＡとともに保護者対象

の研修を実施し、スマホ等の適切な利用に関する理解を深めるなど啓発の充実を図る。
９


